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秋
田
・能
代

「私
も
濃
い
と
思
い
ま
す
が
、

お
客
さ
ん
が
望
む
の
で
」
。
能
代

市
内
の
あ
る
飲
食
店
で
店
員
に

「味
が
濃
い
の
で
は
」
と
尋
ね
る

と
、
こ
ん
な
答
え
が
返

っ
て
き
た
。

記
者
は
関
東
育
ち
で
比
較
的
濃
い

味
が
好
み
だ
が
、
市
内
各
所
で
食

事
を
す
る
た
び
、
他
の
地
域
に
比

べ
て
特
に
濃
い
よ
う
に
感
じ
る
。

地
元
の
人
に
聞
く
と

「歴
史
的

に
秋
田
杉
の
林
業
が
盛
ん
な
地
域

な
の
で
肉
体
労
働
者
が
多
く
、
汗

を
多
く
か
く
仕
事
が
多
か

っ
た
名

残
で
は
」

「味
が
し
ょ
っ
ぱ
く
な

い
と
、
食
事
を
し
た
気
が
し
な
い
」

と
い
っ
た
声
が
間
か
れ
る
。

そ
う
し
た
影
響
も
あ

っ
て
か
、

こ
の
地
域
に
は
健
康
づ
く
り
を
啓

発
す
る

「食
生
活
改
善
推
進
員
」

が
不
在
。

一
般
財
団
法
人

「日
本

食
生
活
協
会
」
な
ど
が
ま
と
め
た

２
０
２
２
年
度
の
年
報
に
よ
る

と
、
東
北
地
方
で
不
在
な
の
は
、

こ
の
地
域
と
秋
田
市
、
他
に
福
島
、

宮
城
県
の
そ
れ
ぞ
れ

一
部
だ
け

だ
。ま

た

「能
代
山
本
が
ん
予
防
推

進
協
議
会
」
に
よ
る
と
、
秋
田
県

の
が
ん
に
よ
る
死
亡
率
は
全
国
の

中
で
も
高
い
状
態
が
続
い
て
い
る

が
、
こ
の
地
域
は
県
内
で
も
特
に

死
亡
率
が
高
く

「地
域
の
特
性
に

応
じ
た
取
り
組
み
が
必
要
」
と
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

秋
田
県
の
担
当
者
は
、
日
ひ
ろ

か
ら
健
康
的
な
食
事
を
啓
発
す
る

推
進
員
が
い
な
い
こ
の
地
域
の
住

民
の
健
康
状
態
を
懸
念
し
、

「推

進
員
の
養
成
を
地
元
自
治
体
に
働

き
か
け
て
き
た
」
と
い
う
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
対
応
が

一

段
君
し
、
推
進
員
の
養
成
へ

一
歩

踏
み
出
し
た
。

９
丹
２６
日
に
開
か
れ
た
養
成
講

座
に
は
７
人
が
出
席
。
能
代
保
健

所
の
担
当
者
が
（
秋
田
県
の
１
人

１
日
当
た
り
の
食
塩
摂
取
量
は
２

０
１
６
年
に
１０

・
６
ゼ
で
全
国
平

均

（９

ｏ
９
愕
）
を
上
回
っ
て
い

る
こ
と
や
、
県
が
新
し
い

「減
塩

音
頭
」
で
県
民
に
減
塩
や
野
菜
摂

取
を
呼
び
か
け
て
い
る
こ
と
な
ど

を
説
明
し
た
。
調
理
実
調
で
体
ヘ

の
負
担
が
少
な
い
薄
い
味
付
け
を

実
際
に
確
認
し
た
ほ
か
、
県
食
生

活
改
善
推
進
協
議
会
の
斎
藤
カ
プ

子
会
長
か
ら
推
進
員
と
し
て
の
や

り
が
い
や
活
動
内
容
の
紹
介
も
あ

っ
らに
。

参
加
者
藤
す
べ
て
女
性
。
斎
藤

さ
ん
は
、
自
身
や
家
族
が
体
調
を

崩
し
て
日
々
の
食
生
活
の
大
切
さ

を
痛
感
し
、
活
動
に
加
わ
る
人
も

少
な
く
な
い
と
話
し

「男
性
も
含

め
、
こ
の
地
域
で
も
仲
間
を
増
や

し
、
活
動
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
●
と
呼
び
か
け
た
。

推
進
員
に
な
る
に
は
約
２０
時
間

の
受
講
が
必
要
で
、
講
座
は
Ｈ
月

２２
日
ま
で
定
期
的
に
実
施
さ

れ

る
。
問
い
合
わ
せ
は
能
代
市
健
康

づ
く
り
課

（０
１
８
５

・
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・
２

８
３
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Ｐ

「地
域
の
好
み
」
変
え
ら
ィれ
る
？‐

漬物やみそ汁などの 「しよつぱい味」を改善しようと、秋

田県能代市で地域ボブンテイア「食生活改善推進員」の養成

が始まつた。同市など秋田県北西部は、東北地方で芍数少な

い推進員不在地域の一つで、県外から移住した人たちには「味

付けが特にしよつぱい地域」との声も。地元11染みついた食

習慣は変わるのだろうか。          【工藤哲】

キ

「推進員」不在健康懸念し養成

秋田県内で豊生活改善推進員が

不在の地域 について説明する斎

藤カプ子さん事秋 田県能代市で

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
の
組
織
の
加
入
の
状
況
を
示
す
地

図
。
東
北
地
方
で
は
秋
田
、
福
島
、
宮
城
県
の

一
部
地
域
が

未
加
入
を
示
す
薄
い
色
に
な
っ
て
い
る
＝

「食
生
活
改
善
推

進
員
の
活
動
」
２
０
２
２
年
度

・
年
報
よ
り

19 Ш 2023年 (令和5年)10月 4日 (水 )

行政処分について報道陣に説明する (左

から)山形市の奥山泰子 こども未来部長、

長沢典和指導監査室長=山形市役所で

五
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性
的
虐
待
「非
常
に
悪
質
」

こ
ど
も
園
受
け
入
れ
停
止

嬢詠
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購読・配達のお問い合わせ

【●I●】0120・ 468・ 012
(6:00～ 20:00、 日・祝 日しよ年 17:00)

秋日ヨ中央・東部     018。 864・ 4522

横       ヨF        0182・ 32・ 3049

渉尋      リミ        0183・ 72・ 9000

能      代        0185・ 52・ 7612

大 館 0186・ 42・ 0432

魚

山
形
市
内
の
認
定
こ
ど

も
園
の
男
性
園
長
が
複
数

の
園
児
に
性
的
虐
待
を
し

た
問
題
で
、
市
は
３
日
本

新
た
な
目
児
受
け
入
れ
を

１１
月
か
ら
１
年
間
停
止
す

る
行
政
処
分
と
し
、
記
者

会
見
で
処
介
理
由
を
説
明

し
た
。
同
市
で
は
前
例
が

な
い
厳
し
い
処
分
に
踏
み

切

っ
た
と
い
い
、
市
こ
ど

も
未
来
課
指
導
監
査
室
の

長
沢
典
和
室
長
は
報
道
陣

の
取
材
に

「非
常
に
悪
質

で
、
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
」

と
指
摘
し
た
。

市
に
よ
る
と
、

６０
代
男

性
園
長
は
２
０
２
２
年
４

月
以
降
（
男
女
４
人
の
園

児
に
対
し
、
お
む
つ
を
下

げ
る
▽
下
半
身
を
指
し
て

部
位
の
名
称
を
聞
く
▽
下

半
身
を
服
の
上
か
ら
触
る

―
―
な
ど
の
虐
待
行
為
が

あ

っ
た
と
認
定
し
た
。
市

は
複
数
の
職
員
に
聞
き
取

り
調
査
を
実
施
し
、

「子

ど
も
の
人
格
を
尊
重
し
な

い
行
為
」
に
あ
た
る
と
判

断
。
給
付
金
約
１
１
０
０

万
円
の
不
正
請
求
も
あ

っ

た
こ
と
か
ら
、
子
ど
も

・

子
育
て
支
援
法
に
基
づ

き
、
園
を
運
営
す
る
学
校

法
人
を
処
分
し
た
。

園
長
は
３
日
、
代
理
人

を
通
じ

「こ
の
よ
う
な
事

態
に
至

っ
た
こ
と
を
重
く

受
け
止
め
て
お
り
、
今
後

は
問
題
の
再
発
防
止
に
努

め
、
襟
を
正
し
て
参
る
所

存
で
す
」
と
の
談
話
を
発

表
し
た
。
市
に
よ
る
と
、

園
が
９
月
に
提
出
し
た
弁

明
書
の
中
で
、
性
的
虐
待

秋田毎日広告社  018・ 864。 4120

「津軽塗」若い職人が奮聞

映画公開

に
つ
い
て
明
確
に
は
否
定

し
て
い
な
い
と
い
う
。

園
は
１１
月
か
ら
当
面
の

間
、
休
園
す
る
こ
と
を
表

明
し
た
。
園
に
は
現
在
３６

人
が
通
園
し
て
お
り
、
市

は
転
園
の
支
援
を
進
め

る
ゃ
　

　

ｔ【神
崎
修

一
】

漆
と
い
う
漢
字
の
由
来

は

「水
」
と

「木
」
だ
。

樹
液
な
ど
自
然
素
材
で
作

り
上
げ
る
漆
器
は
日
本
が

誇
る
伝
統
工
芸
で
、
輸
島

塗
や
鎌
倉
彫
、
木
曽
漆
器

な
ど
多
く
の
種
類
が
あ

映
画
「バ
カ
塗
り
の
娘
」
の

一
場
面
Ｈ
◎
２
０
２

３
「バ
カ
塗
り
の
娘
」製
作
委
員
会

る
。
た
だ
後
継
者
不
足
の

問
題
も
付
き
ま
と
う
た

め
、
地
域
が
育
成
事
業
な

ど
を
実
施
し
て
い
る
。
そ

の

一
つ
で
あ
る
青
森
県
の

「津
軽
塗
」
に
ス
ポ

ツ
ト

を
当
て
、
若
い
職
人
の
成

長
や
現
実
の
厳
し
さ
を
描

い
た
映
画
が
９
月
か
ら
公

開
さ
れ
た
。

タ
イ
ト
ル
は

「バ
カ
塗

り
の
娘
」
。
津
軽
塗
は
何

十
も
の
工
程
が
あ
る
た
め

「ば
か
塗
り
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
こ
と
に
ち
な
む
。

弘
前
市
に
住
む
２３
歳
の
主

人
公

・
美
也
子
は
津
軽
塗

職
人
の
父
を
手
伝
う？
つ
ち

に
、
自
分
も
職
人
に
な
ろ

う
と
決
心
。
複
雑
な
家
庭

に
振
り
回
さ
れ
て
葛
藤
し

な
が
ら
も
漆
に
打
ち
込
ん

で
い
く
―
―
。

厳
し
い
現
状
も

実
際
の
津
軽
塗
で
も
職

人
を
志
し
、
弘
前
市
な
ど

に
よ
る
育
成
事
業
に
参
加

し

て

い
る
若
者

ら
が

い

る
「
　
・

８
月
下
旬
、
市
の
職
業

訓
練
施
設
で
、
研
修
生
の

佐
藤
桂
子
さ
ん
（
３９
）
が
紫

色
の
お
わ
ん
に
細
か
な
筆

米紙ニユ▼ヨーク・タイム

ズに紹介され、注目が集まる

岩手県名物 「わんこそば」の

魅力を発信しようと、岩手県

は1日、初の「わんこそば世

界大会十を盛岡市の盛岡城跡

公園で開催した。参加者約80

人のうち4筈Jが米国や中国、

タイなど海外の7カ国・地域

盛岡で世界大会

わんこそば「じやんじゃんJ食べて
にルーツのある人たち。必死

にそばをかき込み、るわんが

積み上げられていくと、会場

は歓声で沸いたo

子どもの部は 2人一組 11チ

ーム、一般は3人一組19チ T
ム。1人 2分間で食べた数の
'合計だ競い合つた。嫁待係は

「はい、じやんじやん」など

と声をかけながら、勢いよく

そばをおわんへ。参加者は口

いつぱいにそばを詰め、時に

楽しそうに、時に苦しそうに

大食いに励んだ。

盛岡市の河ヽ学校に通うモン

ゴ,レ出身の打ヽ学 6年オオルホ

ン・スレデさん (12)は 24杯を

食し「おい`しかつた」と満足

げ。同じモンゴル出身の友達

と拳優勝を勝ち取つた。

1人当たりの大会最高を記
甲
ト

地
元
消
防
チ
ー
ム
優
勝

録したのは優瞬した地元消防 ⅢⅢ

組合チームの佐醸裕拡さん

(51)で、91杯。イリズムが大 は

切」と世界に胸を張つた。

♯麟
鵬▼ 静狩撤どll

初開催された「わんこそば世界大会」

でそばを言とべる参加者ら=盛岡市で
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